
　

こ
と
し
4
月
に
運
行
を
開
始
し
、
市
内

中
心
部
と
西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、

市
亜
熱
帯
動
植
物
園
を
結
ぶ
快
速
バ
ス

で
す
。（
1
日
6
便
）

　

特
急
列
車
の
佐
世
保
駅
着
時
刻
や
九

十
九
島
遊
覧
船
「
パ
ー
ル
ク
ィ
ー
ン
」
の

発
着
時
刻
に
合
わ
せ
て
運
行
。

運　

賃　

　

佐
世
保
駅
前
〜
鹿
子
前
桟
橋
は　
　

　
　

大
人　

二
百
八
十
円

　

鹿
子
前
桟
橋
〜
石
岳
動
植
物
園
前
は

　
　

大
人　

百
七
十
円

2004.7
●５ 

　　　■お尋ね　交通局（�25-5111、ファクス25-5115）

駅
前
市
営
バ
ス
セ
ン
タ
ー

　

こ
と
し
4
月
、

佐
世
保
駅
前
の

市
バ
ス
案
内
所

と
バ
ス
乗
り
場

が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

定
期
券
や
1

日
乗
車
券
の
購

入
な
ど
に
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
運　

賃　

大　

人　

五
百
円

　
　
　
　

小
学
生　

二
百
五
十
円

通
用
区
間　

①
〜
⑤
を
結
ぶ
区
間
で
、

　

右
ペ
ー
ジ
地
図
の
赤
色
の
路
線

　

①
大
宮
町
か
ら
堺
木
ま
で

　

②
弓
張
岳
展
望
台

　

③
え
ぼ
し
ス
ポ
ー
ツ
の
里
（
施
設
利
用 

　
　

料
3
割
引
）

　

④
石
岳
動
植
物
園
前
（
市
亜
熱
帯
動
植

　
　

物
園
入
場
料
2
割
引
き
）

　

⑤
鹿
子
前
桟
橋　
（
西
海
パ
ー
ル
シ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー
入
館
料
優
待
券
と
九
十

　
　

九
島
遊
覧
乗
船
優
待
券
付
き
）

※
8
月　

日
（
火
）
ま
で
の
プ
ー
ル
の
開

31

　

場
日
は
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
延
長

（
プ
ー
ル
入
場
料
2
割
引
き
）

※
Y
O
S
A
K
O
I
さ
せ
ぼ
祭
り
や
5
月

　

の
連
休
期
間
な
ど
は
、
全
路
線
で
通
用

発
売
所　
　

　

駅
前
市
営
バ
ス
セ
ン
タ
ー
と
島
瀬
定

　

期
券
売
り
場
、
各
営
業
所

発
売
期
間　

　

利
用
予
定
日
の
１
カ
月
前
か
ら
利
用

　

当
日
ま
で

便
利
で
お
得
な

　
　

市
バ
ス
1
日
乗
車
券

有
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

市
街
地
循
環
ミ
ニ
バ
ス

　

こ
と
し
4
月
に
運
行
を
始
め
た
ミ
ニ

バ
ス
で
、
新
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
始

発
と
し
、
市
立
総
合
病
院
、
共
済
病
院
な

ど
の
施
設
を
循
環
し
ま
す
。（
1
日　
10

便
）循環コース

島
瀬
町

戸
尾
町

京　

町

湊　

町
市
立

総
合
病
院

湊　

町

�
鯨 　
 
瀬

タ
ー
ミ
ナ
ル 

共
済
病
院

平
瀬
橋

新
み
な
と

タ
ー
ミ
ナ
ル

新
み
な
と

タ
ー
ミ
ナ
ル

通
用
区
間
内
を

1
日
に
何
回
で

も
乗
降
で
き
、
施

設
利
用
割
引
も

付
い
て
い
る
便

利
で
お
得
な
乗

車
券
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

鹿
子
前
桟
橋

（
西
海
パ
ー
ル

シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）

石
岳
動
植
物
園

前
（
市
亜
熱
帯

動
植
物
園
）

元　

町

佐
世
保
駅
前

①
番
乗
り
場

京　

町

島
瀬
町

松
浦
町
国
際
通

新
た
な
出
発
。
市
営
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

全長7メートル級の小型バス
　運　賃　1回150円

⑩木風　前畑循環　⑨沖新町方面　⑧天神方面
④大野方面 ⑤鹿子前桟橋方面 ⑥弓張岳方面 ⑦俵ケ浦方面

③黒髪方面行き

�矢峰方面　　　　国道35号　　　　黒髪方面�

②矢峰方面行き

①西海パー
ル シ ー リ
ゾート行き

駅前市営バスセンター

東　口
JR佐世保駅
みなと口

⑬定期観光バス　⑭矢峰行き

●４ 

市
内
遊
覧
・
定
期
観
光
バ
ス

　

本
市
で
は
昭
和　

年
4
月
に
「
定
期
観
光
バ
ス
」
の

29

運
行
を
始
め
、
現
在
も
1
日
2
便
が
佐
世
保
駅
前
を
出

発
し
、
海
に
、
山
に
と
観
光
客
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
の
夏
は
、
ご
家
族
や
お
友
達
を
誘
っ
て
、
市

内
遊
覧
の
旅
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の
5
月
3
日
、

佐
世
保
駅
前
9
時　

分
発
の
定
期
観
光
バ

40

ス
の
乗
客
は
、
親
子
や
夫
婦
、
友
人
同
士

な
ど　

人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
北
海
道
、
静
岡
、

17

愛
知
、
兵
庫
、
沖
縄
な
ど
、
長
崎
県
外
か

ら
「
市
内
観
光
の
で
き
る
唯
一
の
定
期
バ

ス
」
を
期
待
し
て
来
た
人
た
ち
で
し
た
。

　

定
期
観
光
バ
ス
の
特
典
の
一
つ
は
、
セ

イ
ル
タ
ワ
ー
内
で
、
詳
し
い
解
説
を
し
て

も
ら
え
る
こ
と
で
す
が
、「
次
回
は
一
日

か
け
て
ゆ
っ
く
り
見
学
し
た
い
」
と
い
う

男
性
客
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

S
S
K
バ
イ
パ
ス
を
走
行
中
の
車
内
で

は
、
本
市
の
概
要
を
案
内
す
る
録
音
テ
ー

プ
が
流
れ
ま
す
。
案
内
を
聞
き
終
え
て
鹿

子
前
桟
橋
に
到
着
す
る
と
、
出
航
前
の

「
パ
ー
ル
ク
ィ
ー
ン
」
が
乗
客
の
皆
さ
ん

を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

遊
覧
後
、「
日
本
三
景
の
松
島
に
も

行
っ
た
け
れ
ど
、
九
十
九
島
の
方
が
だ
ん

ぜ
ん
す
ば
ら
し
い
」
と
満
足
顔
だ
っ
た
の

は
、
岡
村
明
夫
さ
ん
ご
一
家
。
親
子
3
人

で
姫
路
市
を
出

発
し
、
雲
仙
観

光
の
後
、
佐
世

保
に
立
ち
寄
っ

た
ご
一
家
は
、

「
も
う
一
度
来

ま
す
」
と
言
っ
て
、

佐
世
保
を
後
に

し
ま
し
た
。

セ
イ
ル
タ
ワ
ー
に
パ
ー
ル
ク
ィ
ー
ン

　

佐
世
保
の
魅
力
満
載
の
旅

観
光
コ
ー
ス
と
発
車
時
間

　
　

佐
世
保
駅
み
な
と
口
側
発

　
　
　

�　
　
　

9
時　

分
、　

時　

分

40

13

40

　
　

海
上
自
衛
隊
佐
世
保
史
料
館

　
　
　

�　
　
　
　
　
（
セ
イ
ル
タ
ワ
ー
）

　
　

S
S
K
バ
イ
パ
ス
経
由

　
　
　

�

　
　

鹿
子
前
桟
橋　

九
十
九
島
遊
覧
船　

　
　
　
　
　
「
パ
ー
ル
ク
ィ
ー
ン
」
乗
船

　
　
　

�

　
　

西
海
パ
ー
ル
シ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�

　
　

弓
張
岳
展
望
台

　
　
　

�

　
　

佐
世
保
駅
み
な
と
口
側
着

　
　
　
　
（
所
要
時
間　

約
3
時
間　

分
）
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料　

金　

大
人　
　

三
千
四
百
三
十
円

　
　
　
　

小
学
生　

千
七
百
七
十
円

　
　

※　

パ
ー
ル
ク
ィ
ー
ン
乗
船
料
、

　
　
　
　

西
海
パ
ー
ル
シ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

入
館
料
を
含
む

予
約
と
お
尋
ね

　
　
　
　

佐
世
保
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
�
�
6
6
3
0
）

▲西海パールシーセン　
　ターの中にある水族
　館を仲良く見学する
　岡村明夫さんご一家
  （写真後方の3人）


